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研究成果の概要（和文）：　本研究では、ロシアのシベリア地域で話されているチュクチ語とモンゴル国と中国
で話されているモンゴル語の動詞の他動性に関する比較対照研究を行なった。研究を通して、北東アジアにおい
ては、動詞の自他対応が使役化という類型に集約しうる可能性が高い一方で、他動性に関しては、動詞の屈折体
系により自他の区別が明確になされるチュクチ語がある一方で、形態的に自他の区別がつきにくいモンゴル語が
あるために、「北東アジア諸言語」として括れない多様性が明らかになったのである。また、能格言語であるチ
ュクチ語と対格言語であるモンゴル語の動詞の結合価の変更のプロセスが互いに異なることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In this study, I conducted a contrast study of verb transitivity in Chukchi,
 spoken in Russia,and Mongolian,spoken in Mongolia and China. Through this research,it was found 
that in Northeast Asian languages,while it is highly likely that the self/other correspondence of 
verbs can be summed up in the type of declension, there is Chukchi, where the self/other distinction
 is clearly made by the inflectional system of verbs, and Mongolian, where the self/other 
distinction is difficult to make morphologically,thus revealing a diversity that cannot be 
summarized as“the languages of Northeast Asia This is the reason why the diversity of the languages
 of Northeast Asia cannot be summarized as“the languages of Northeast Asia". 

研究分野：言語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、北東ユーラシアに分布する系統が異なる言語の比較対照研究を行なうことにより、人間文化の一番
象徴的な部分であることばの仕組みを理解するのに役立つのである。このような研究の成果は、少数言語への理
解を深めるきっかけになり、言語の多様性を認識する社会的意義がある。学術論文のほかに民話集、辞典の出版
は消滅の危機に瀕している言語文化の記録・保存に大きな貢献になったと言える。
　　

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
中国の北部と北東部、モンゴル国そしてロシアのシベリア地域には，類型的に類似性が高くか
つては系統関係も指摘されていたモンゴル語をはじめとするアルタイ諸語と，系統的にも類型
的にも異質な言語の寄せ集めである古アジア諸語が分布している。 
日本では北東アジア諸言語の記述研究がこの 30 年ほどの間に飛躍的に発展し,多くの成果が
生まれている。それ以前には政治的・社会的な理由で現地調査調査の実施がほぼ不可能だった
国々に行き，多くの言語が掘り起こされ，記述研究を進めることができるようになった。そのた
め個別の言語の記述にとどまらず，異なるタイプの言語に対する比較・類型的研究も進展し，言
語類型論への寄与も可能にしつつある。ちなみに,本研究の代表者はロシアのシベリア地域で話
されているチュクチ語とモンゴル国、中国で話されているモンゴル語の記述研究を通して，北東
アジアの諸言語の類型論的視点からの比較をおこなう必要性を認識し，2018 年～2023 年度ま
で「動詞の他動性に関するチュクチ語とモンゴル語の比較対照研究」という研究題目で，異
なるタイプの二つの言語の動詞の他動性に関する形態論を中心にすえた研究を行なった。具体
的に言えば、ヴォイスや結合価にかかわる動詞の自他の対応関係を中心に動詞の他動性の問題
が設定された。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は研究対象とする言語が話されているロシア，モンゴル国，中国に行き，現地調査を通
じて一次資料を収集し，系統と類型的に異なる両言語の動詞の他動性を解明することを目的と
している。北東アジアという地域にはアルタイ諸語と古アジア諸語という異質な言語グループ
が分布しており，その間に研究の大きなギャップがあった。本研究は今まで言われてきた「北東
アジ アの言語では使役化が優勢である」という見解に着目して両言語グループを合わせて研究
対象としており，語族を越えた言語の動詞の自・他ならびに他動性における共通性や相違性の解
明が可能になることである。具体的はチュクチ語とモンゴル語については，自動詞と他動詞の関
係、使役と受け身の関係を解明するものである。チュクチ語についていえば，使役接の種類によ
って，強制の度合いに差異が生じることを解明し，複統合語における動詞の他動性に関する理論
研究に貢献することである。モンゴル語については，動詞の使役と受け身について，通時と共時
という二つの視点から分析を行ないし，さらに同じ系統の言語であるブリャート語，東部ユグー
ル語，ダグル語の動詞の他動詞についても研究を行ない，アルタイ諸語の比較対照研究に貢献す
るものである。 
 
 
３．研究の方法 
本研究は北東アジア諸言語の記述というミクロな研究を言語類型論というマクロな研究
とリンクさせることにより，通言語的コンテキストの中で個々の言語をとらえようとする
ものである。本研究では動詞の自他対応ならびに他動性をめぐるチュクチ語とモンゴル語の特
徴に関し，言語類型論的観点から相互に比較対照することを目的とするが，これを達成するため
に，次のような 2段構えの研究の方法をとった。①調査対象地域であるロシア，中国，モンゴル
国に行き，現地調査により一次データを収集し，そのデータの整理・分析を行なう。②研究代表
者の今までの研究の成果のほかに、必要に応じて北東アジア地域の研究の成果を参考にし，両言
語の動詞の自・他の対応と他動性をめぐる類型論的位置づけを画定する。 
 
 
４．研究成果 
本研究はロシアのシベリア地域で話されているチュクチ語とモンゴル国，中国で話され 
ているモンゴル語の動詞の他動性に関する比較対照を行なうものであり、研究期間を延長
して 5年間行われた。5年間の研究を通じて，北東アジアにおいては，動詞の自他の対応が
使役化という類型に集約しうる可能性が高い一方で，他動性に関しては，動詞の屈折体系に
より自他の区別が明確になされるチュクチ語があるのに対して，形態的に自他の区別がつ
きにくいモンゴル語があり，「北東アジア諸語」として括れない多様性が明らかになったの
である。能格言語であるチュクチ語と主格・対格型の言語であるモンゴル語とは動詞の結合
価の変更のプロセスが互いに大きく異なることを明らかにした。チュクチ語については，使
役，逆受動，逆使役構文の解明を行ない，使役接辞の種類によって，強制の度合いに差異が
生じることを解明し，その成果をロシアで開催された国際学会で発表したほか，日本語で論
文として執筆した。またチュクチ語の民話にロシア語訳を付け，二冊の本として出版し，テ
キスト分析を進め，今後の研究に利用できるようにした。モンゴル語については，動詞の使
役と受け身について，通時と共時という二つの視点から分析し，その成果を中国，ロシア，
モンゴル国で開催された国際学会で発表し他ほか，日本語で論文として執筆した。 



動詞の自他の対応関係に関する研究は言語学の大きなテーマであるため，本研究の範囲
を広げ，モンゴル語の方言，さらに中国領内の東部ユグール語，ダグル語の動詞のヴォイスに
ついても研究を行ない，その成果をロシア，モンゴル国、中国で開催された国際学会で発表した
ほか，日本で論文として執筆した。もう一つの研究成果はロシアのシベリア地域で話されている
モンゴル諸語の一つであるブリャート語の逆引き辞典を監修し，出版した。 
本研究がスタートして二年も経たないうちに各国でコロナウイルスが流行したため，二年以
上に亘り，ロシア，モンゴル国，中国に行き，現地調査がまったく不可能になるという不利な状
況に置かれた。コロナウイルス感染が収まると，今度ロシアのウクライナ侵攻が始まり，ロシア
への渡航が 4 年間実現できなかった。コロナウイルス感染が収まってからモンゴル国でモンゴ
ル語のダルハド方言の動詞の他動性について聞き取り調査を行なうことができて，その成果を
モンゴル国で開催された学会で発表した。 
このように，本研究を実施するのに支障をきたす予想外のことに起きたが，研究活動を通じ
て成果をあげることができた。 
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